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1  

序　

章
自
由
貿
易
の
危
機

●　
は
じ
め
に
―
―
揺
ら
ぐ
自
由
貿
易
体
制

　

ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
、
国
家
間
の
大
規
模
な
貿
易
戦
争
は
、
も
は
や
遠
い
過
去
の
出
来
事
に
な
り
か
け
て
い
た
。
し

か
し
こ
こ
数
年
、「
保
護
主
義
」
や
「
関
税
の
引
き
上
げ
」、「
貿
易
戦
争
」
と
い
っ
た
言
葉
が
、
毎
日
の
よ
う
に

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
輸
入
品
に
対
す
る
税
金
（
輸
入
関
税
）
を
引
き
上
げ
た
の

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
各
国
は
外
国
か
ら
の
輸
入
を
一
方
的
に
制
限
す
る
政
策
を
多
く
発
動
し
て
お
り
、
世
界
各
国
が

協
力
し
つ
つ
苦
労
し
て
構
築
し
て
き
た
世
界
の
自
由
貿
易
体
制
が
、
崩
壊
の
危
機
に
あ
る
。

　
2
国
間
の
貿
易
摩
擦
や
、
貿
易
政
策
に
関
す
る
ル
ー
ル
違
反
の
疑
い
に
つ
い
て
世
界
貿
易
機
関
（
W 

T 

O
）
へ
提
訴

す
る
（
提
訴
さ
れ
る
）
と
い
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
頻
繁
に
生
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
家
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
利
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害
対
立
は
あ
る
も
の
の
、
自
由
な
貿
易
体
制
を
維
持
・
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
が
各
国
で
共
有

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
対
立
軸
は
「
国
内
産
業
を
守
り
つ
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
た
め
に
、
ど
の
程
度
ま
で
貿
易
を

自
由
化
で
き
る
か
」、「
政
府
の
補
助
金
に
よ
る
輸
出
拡
大
や
ダ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
、
不
当
な
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
な
い

か
」、「
貿
易
品
に
人
々
の
生
命
や
生
態
系
を
脅
か
す
危
険
性
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
貿
易
そ
の
も
の
を

疑
問
視
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
流
れ
が
、
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
近
年
、
ア
メ
リ
カ
の
T 

P 

P
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
）
か
ら
の
離
脱
や
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
N 

A 

F 

T 

A
）
の
見
直
し
、
鉄
・
ア
ル
ミ
分
野
な
ど
に
お
け
る
大
幅
な
関

税
引
き
上
げ
、
そ
れ
に
端
を
発
し
た
米
中
の
貿
易
戦
争
な
ど
、
国
家
間
の
貿
易
を
阻
害
す
る
保
護
貿
易
政
策
が
多
く
発

動
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
2 

0 

1 

7
年
の
就
任
演
説
で
「
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
製
品
を

作
り
、
私
た
ち
の
企
業
か
ら
盗
み
、
私
た
ち
の
職
を
破
壊
す
る
外
国
の
侵
害
か
ら
、
こ
の
国
の
国
境
を
守
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
保
護
は
大
き
な
繁
栄
と
力
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
。
安
価
な
輸
入
品
の
流
入
は
ア
メ
リ
カ
企
業
と
そ
こ

で
働
く
ア
メ
リ
カ
国
民
の
雇
用
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
保
護
貿
易
こ
そ
が
自
国
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
保
護
主
義
の
メ
リ
ッ
ト
を
積
極
的
に
主
張
し
、
実
際
に
措
置
を
講
じ
て
い
る

こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
も
含
め
た
各
国
が
推
進
し
て
き
た
自
由
貿
易
体
制
の
基
盤
を
大
き
く
揺
る
が
し
て
い
る
。

　

読
者
は
こ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
主
張
を
、
ど
う
考
え
る
だ
ろ
う
か
。
輸
入
が
増
加
し
、
そ
れ
に
よ
り
競
合
す
る
国

内
品
が
売
れ
な
く
な
り
、
生
産
の
減
少
が
国
内
の
雇
用
を
減
ら
す
と
い
う
理
屈
は
筋
が
通
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
を
「
敵
」
と
み
な
す
の
も
、
攻
撃
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
わ
か
り
や
す
い
。
果
た
し
て
、



3  

輸
入
品
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
「
敵
」
で
あ
ろ
う
か
。
輸
入
の
増
加
は
国
内
の
雇
用
に
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
も
し
も
悪
影
響
を
与
え
る
と
し
て
、
そ
れ
は
保
護
貿
易
を
正
当
化
す
る
理
由
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
自
由
貿
易
の

是
非
が
、
い
ま
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
。

近
年
の
保
護
主
義
の
背
景

　

世
界
が
自
由
貿
易
の
推
進
か
ら
保
護
主
義
へ
と
向
か
う
兆
し
が
見
え
は
じ
め
た
の
は
、
実
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就

任
前
で
あ
り
、
き
っ
か
け
は
世
界
的
な
不
況
で
あ
っ
た
。
2 

0 

0 

8
年
9
月
に
ア
メ
リ
カ
の
投
資
銀
行
の
経
営
破
綻
、

い
わ
ゆ
る
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
端
を
発
し
た
世
界
金
融
危
機
に
よ
り
、
各
国
の
経
済
は
停
滞
し
、
自
国
の
産

業
や
雇
用
を
守
る
と
い
う
名
目
で
保
護
主
義
的
な
政
策
を
各
国
が
採
用
し
は
じ
め
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
輸
入
許
可
制

の
導
入
、
イ
ン
ド
や
ロ
シ
ア
の
関
税
の
引
き
上
げ
、
公
共
投
資
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
産
品
の
優
先
使
用
を
義
務
づ
け
る

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
・
ア
メ
リ
カ
ン
条
項
の
導
入
な
ど
が
、
そ
う
し
た
政
策
の
例
で
あ
る
。

　

当
時
も
保
護
主
義
が
世
界
中
に
拡
大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
主
要
国
が
保
護
主
義
に
反
対
す
る

共
同
声
明
を
出
し
、
ま
た
W 

T 

O
が
各
国
の
貿
易
政
策
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
蔓
延
が

抑
え
ら
れ
た
。
不
況
か
ら
の
回
復
と
相
ま
っ
て
、
世
界
貿
易
額
も
金
融
危
機
前
の
水
準
を
回
復
す
る
に
至
っ
た
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
世
界
的
な
不
況
を
き
っ
か
け
と
し
た
過
去
の
貿
易
戦
争
に
よ
り
、
各
国
は
苦
い
経
験
を
し
て
お
り
、
そ

う
し
た
状
況
を
再
び
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
各
国
が
足
並
み
を
揃
え
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
2 

0 

1 

8
年
に
入
っ
て
か
ら
、
各
国
の
保
護
主
義
的
な
政
策
が
再
び
急
増
し
て
い
る
。
図
序
―

1
は
、
世
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界
の
主
要
20
カ
国
・
地
域
（
G 

20
）

1

が
一
定
の
期
間
に
新

規
に
導
入
し
た
輸
入
制
限
政
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
影
響

を
及
ぼ
す
輸
入
額
の
大
き
さ
を
W 

T 

O
が
計
算
し
た
も
の

で
あ
る
。
2 

0 

1 

1
年
10
月
中
旬
〜
12
年
5
月
中
旬
の
期

間
（
12
年
5
月
の
レ
ポ
ー
ト
）
で
は
、
G 

20
に
よ
り
新
規

に
導
入
さ
れ
た
輸
入
制
限
政
策
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
輸

入
額
は
7 

5 

0
億
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
2 

0 

1 

8
年
7
月

中
旬
〜
18
年
10
月
中
旬
（
18
年
11
月
の
レ
ポ
ー
ト
）
で
は

4 

8 

0 

9
億
ド
ル
に
跳
ね
上
が
り
、
2 

0 

1 

8
年
5
月
中

旬
〜
19
年
10
月
中
旬
（
19
年
11
月
の
レ
ポ
ー
ト
）
で
も
、

引
き
続
き
4 

6 

0 

4
億
ド
ル
と
高
い
水
準
を
継
続
し
て
い

て
い
る
。

　
2 

0 

1 

8
年
以
降
の
保
護
主
義
的
政
策
へ
の
再
回
帰
は
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
制
限
政
策
の
発

動
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。
2 

0 

1 

8
年
3
月
23
日
、

ア
メ
リ
カ
は
自
国
の
1 

9 

6 

2
年
通
商
拡
大
法
の
2 

3 

2

条
に
基
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
と
い
う

460

336

74
4714

68
34

120104
139

100

0

200

300

400

500
（10 億ドル）

5575

2012/5 12/1013/12 14/6 14/11 15/6 15/10 16/6 16/11 17/6 17/11 18/7 18/11 19/6 19/11
（年/月）

25 32

481

図序 ― 1　新規の輸入制限政策が影響を与える輸入額

　（出所）　WTO, The WTO’s 21st Monitoring Report on G20 trade measuresより筆者作成。年
月はWTOのレポートが出された時点を指しており，各レポートの調査期間に新規
に発動された輸入制限政策から算出している。
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理
由
で
鉄
鋼
製
品
に
つ
い
て
は
25
％
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
品
に
つ
い
て
は
10
％
、
そ
れ
ぞ
れ
関
税
を
引
き
上
げ
る
措
置

を
発
動
し
た
。
さ
ら
に
6
月
に
入
る
と
、
両
製
品
の
輸
入
数
量
に
上
限
を
設
け
て
制
限
す
る
輸
入
割
当
制
度
を
、
一
部

の
国
に
対
し
て
導
入
し
た
。
そ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
中
国
、
E 

U
、
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
が
、

ア
メ
リ
カ
産
の
多
く
の
製
品
の
輸
入
に
追
加
関
税
を
賦
課
し
た
。

　

加
え
て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
2 

0 

1 

8
年
の
3
月
22
日
に
、
ア
メ
リ
カ
企
業
に
対
す
る
中
国
の
技
術
移
転
要
求
や

知
的
財
産
権
の
侵
害
を
不
当
と
し
、
中
国
か
ら
の
輸
入
に
25
％
の
追
加
関
税
の
賦
課
を
指
示
し
た
。
実
際
に
同
年
7
月

か
ら
賦
課
さ
れ
、
対
象
と
な
る
品
目
も
当
初
の
8 

1 

8
品
目
（
第
1
弾
）
か
ら
、
2 

7 

9
品
目
の
追
加
（
第
2
弾
）、

5 

7 

4 

5
品
目
の
追
加
（
第
3
弾
）、
3 

8 

0 

5
品
目
の
追
加
（
第
4
弾
）
と
徐
々
に
拡
大
し
て
い
る
。
中
国
も
即
座

に
対
抗
措
置
を
と
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
に
追
加
関
税
を
賦
課
し
、
そ
こ
か
ら
一
気
に
米
中
貿
易
戦
争
に
突
入
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

中
国
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
措
置
は
1 

9 
7 
4
年
通
商
法
3 

0 

1
条
を
根
拠
に
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
通
商
代
表

部
（
U 

S 

T 

R
）
が
他
国
の
不
公
正
な
貿
易
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
（
か
つ
対
象
国
と
の
協
議
に
よ
り
問
題
が
解
決

し
な
い
場
合
）
に
、
大
統
領
権
限
で
制
裁
措
置
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
発
の
一
方
的
措
置

が
各
国
の
対
抗
措
置
を
招
き
、
世
界
経
済
は
再
び
保
護
貿
易
の
蔓
延
と
貿
易
戦
争
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
米
中
両
国
の
交
渉
に
よ
り
貿
易
摩
擦
の
緩
和
を
目
指
す
動
き
も
見
ら
れ
る
が
、
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
。
と
く

に
、
今
回
は
従
来
の
よ
う
な
不
況
を
き
っ
か
け
と
し
た
保
護
主
義
の
台
頭
で
は
な
く
、
比
較
的
経
済
が
好
調
な
ア
メ
リ

カ
こ
そ
が
保
護
主
義
的
な
政
策
を
発
動
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
の
保
護
主
義
は
、
不
況
に
対
す
る
緊
急
避
難
的
な
措
置



序　章　自由貿易の危機 6

で
は
な
く
、
自
由
貿
易
体
制
そ
の
も
の
を
継
続
す
る
こ
と
の
是
非
を
問
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

保
護
主
義
の
台
頭
と
貿
易
自
由
化
―
―
歴
史
的
経
緯

　

保
護
主
義
の
台
頭
に
関
し
て
、
そ
の
歴
史
を
も
う
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
よ
う
。
保
護
主
義
が
世
界
規
模
で
蔓
延
し

た
代
表
的
な
事
例
と
し
て
は
、
い
ま
か
ら
90
年
近
く
前
、
1 

9 

3 

0
年
代
の
世
界
大
恐
慌
の
時
期
が
あ
げ
ら
れ
る
。
世

界
規
模
の
大
不
況
に
よ
る
需
要
の
低
下
に
直
面
し
た
各
国
は
、
自
国
産
業
を
保
護
す
る
名
目
で
輸
入
品
に
高
い
関
税
を

課
し
た
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
1 

9 

3 

0
年
の
ス
ム
ー
ト
・
ホ
ー
リ
ー
法
に
よ
り
関
税
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
そ

の
平
均
関
税
率
は
約
40
％
に
達
し
た
。
他
国
も
対
抗
し
て
関
税
の
引
き
上
げ
や
輸
入
数
量
制
限
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
保

護
政
策
を
実
施
し
た
。

　

図
序
―

2
は
、
当
時
の
月
ご
と
の
世
界
の
貿
易
額
（
主
要
75
カ
国
の
輸
入
総
額
）
の
変
化
が
、
時
計
形
式
で
描
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
1
周
す
る
と
1
年
が
経
つ
よ
う
に
各
月
の
線
が
引
か
れ
、
外
側
に
い
く
ほ
ど
貿
易
額
が
大
き
い
。
た

と
え
ば
、
1 

9 

3 

0
年
1
月
の
世
界
の
貿
易
総
額
は
約
27
億
3 

9 

0 

0
万
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
1
年
後
の
1 

9 

3 

1
年

1
月
に
は
18
億
3 

9 

0 

0
万
ド
ル
、
そ
の
後
、
12
億
6 
0 

0
万
ド
ル
、
9
億
9 

2 

0 

0
万
ド
ル
と
毎
年
貿
易
額
が
減
っ

て
い
る
。
貿
易
戦
争
の
発
生
後
、
世
界
の
貿
易
額
が
ア
リ
地
獄
に
落
ち
る
よ
う
に
螺
旋
状
に
中
心
に
向
か
っ
て
い
き
、

世
界
貿
易
が
急
激
に
縮
小
し
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
各
国
の
消
費
と
生
産
は
世
界
恐
慌
に
よ
り
落
ち
込
ん
で
お
り
、

こ
う
し
た
貿
易
額
の
縮
小
の
す
べ
て
が
貿
易
戦
争
に
起
因
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
関
税
の
引
き
上

げ
が
貿
易
の
縮
小
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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貿
易
戦
争
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
を
含
め
た
各

国
の
経
済
状
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
各
国
は

低
関
税
を
適
用
す
る
自
身
の
海
外
領
土
や
植
民

地
と
の
貿
易
を
強
化
す
る
一
方
、
そ
れ
以
外
と

の
国
と
の
貿
易
が
縮
小
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
経
済

化
」
が
進
行
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
が
、

異
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
間
の
摩
擦
・
対
立
を
助

長
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
一
因
と
な
っ
た
と

い
う
見
方
も
あ
る
。

　

そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
、
各
国

が
保
護
貿
易
政
策
を
濫
用
す
る
こ
と
の
問
題
点

が
共
有
さ
れ
、
貿
易
政
策
の
発
動
に
一
定
の

ル
ー
ル
を
設
け
、
貿
易
交
渉
を
通
じ
た
貿
易
自

由
化
が
進
め
ら
れ
た
。
関
税
及
び
貿
易
に
関
す

る
一
般
協
定
（
G 

A 

T 

T
）
や
そ
れ
を
引
き
継

い
だ
世
界
貿
易
機
関
（
W 

T 

O
）
の
設
立
は
、

貿
易
ル
ー
ル
の
設
定
や
ラ
ウ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る

4 月

1930 年

1931 年

1932 年

1933 年

9921,2062,739
1,839

5 月3月

2月

1月

12 月

11 月
10 月

9月

8月

7月

6月

図序 ― 2　 1930年代前半の世界貿易の螺旋的縮小（単
位：100万ドル）

　（出所）　Charles P. Kindleberger（1986）The World in Depression 

1929-1939, Revised and Enlarged Edition, p.170.
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貿
易
自
由
化
交
渉
を
通
じ
て
、
世
界
の
自
由
貿
易
体
制
を

強
固
な
も
の
に
し
て
き
た
。
1 

9 

9 

0
年
代
か
ら
は
、
自

由
貿
易
協
定
（
F 

T 

A
）
に
代
表
さ
れ
る
地
域
貿
易
協
定

（
R 

T 

A
）
も
多
く
締
結
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
米

貿
易
摩
擦
や
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
の
賦
課
、
農
業
や
サ
ー
ビ

ス
貿
易
の
自
由
化
問
題
な
ど
、
特
定
の
分
野
に
お
け
る
国

家
間
の
貿
易
摩
擦
は
常
に
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
戦
後
の
世
界
経
済
は
貿
易
自
由
化
の
道
を
歩
ん
で
き

た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

図
序
―

3
は
戦
後
の
世
界
の
商
品
の
貿
易
額
（
各
国
の

輸
出
額
の
合
計
）
の
推
移
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
1 

9 

4 

8
年
当
時
は
5 

8 

6
億
ド
ル
だ
っ
た
が
、
2 

0 

1 

8
年

に
は
19
兆
4 

6 

8 

1
億
ド
ル
に
達
し
、
70
年
間
に
約
3 

3 

2
倍
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
2 

0 

0 

9
年
の
世
界
金
融

危
機
に
よ
る
貿
易
額
の
下
落
な
ど
、
短
期
的
な
変
動
は
あ

る
も
の
の
、
長
期
的
に
見
る
と
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
世
界
の
商
品
貿
易
は
大
き
く
拡
大
し
て
き
た
こ
と
が

（兆ドル）
20

18

16

14

12

10

8

6
4

2

0
1948 55 60 65 70 75 80 85 90 95 2000 05 10 1518（年）

図序 ― 3　世界の商品輸出額の推移

　（出所）　UNCTAD Statより筆者作成。
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わ
か
る
。
近
年
は
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
も
拡
大
し
て
お
り
、
商
品
貿
易
と
足
し
合
わ
せ
る
と
、
2 

0 

1 

8
年
の
世
界
の
貿

易
額
は
25
兆
3 

1 

3 

2
億
ド
ル
に
達
す
る
。
2 

0 

1 

8
年
の
世
界
の
国
内
総
生
産
（
G 

D 

P
）
の
総
額
は
85
兆
3 

0 

3 

7
億
ド
ル
で
あ
り
、
世
界
経
済
に
お
い
て
貿
易
は
無
視
で
き
な
い
重
要
な
経
済
活
動
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
の
課
題

　

保
護
貿
易
政
策
が
蔓
延
す
る
な
か
、
日
本
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
政
府
は
自
由
貿
易
体
制

を
堅
持
す
る
姿
勢
を
継
続
し
て
お
り
、
新
た
な
輸
入
制
限
政
策
を
積
極
的
に
発
動
は
し
て
い
な
い
。
日
本
に
は
世
界
各

国
の
輸
入
制
限
政
策
の
発
動
に
歯
止
め
を
か
け
、
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
と
発
展
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
は
自
由
貿
易
体
制
を
重
視
し
つ
つ
も
、
新
た
な
貿
易
制
限
政
策
の
発
動
も
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

2 

0 

1 

1
年
に
日
本
政
府
は
、
外
国
企
業
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
（
不
当
廉
売
）
の
疑
い
に
対
し
、
日
本
企
業
が
そ
の
調
査
と

反
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
の
賦
課
の
利
用
を
よ
り
容
易
に
す
る
制
度
改
正
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
に
よ
る
反
ダ
ン
ピ
ン

グ
税
が
今
後
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
は
外
国
企
業
の
不
当
な
安
売
り
に
よ
る
国
内
企
業

の
被
害
を
防
ぐ
と
い
う
名
目
で
発
動
さ
れ
る
も
の
で
、
W 
T 
O
の
ル
ー
ル
で
も
認
め
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
が
、
外
国
企

業
の
価
格
づ
け
が
必
ず
し
も
不
当
と
は
い
え
な
い
場
合
に
安
易
に
課
税
さ
れ
ぬ
よ
う
、
そ
の
運
用
に
は
よ
り
慎
重
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
日
本
は
農
業
分
野
で
高
い
輸
入
関
税
を
課
す
こ
と
に
よ
り
、
国
産
品
の
生
産
を
守
り
国
内
の
農
業
を
保
護
す



序　章　自由貿易の危機 10

る
政
策
を
続
け
て
い
る
。
図
序
―

4
は
各
国
が
賦
課
す
る
輸
入

関
税
率
の
平
均
（
平
均
関
税
率
）
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
平
均
関
税
率
は
輸
入
額
に
よ
る
加
重
平
均
で
は
な
く
、
各

品
目
に
対
す
る
輸
入
関
税
率
を
単
純
平
均
で
測
っ
て
い
る2
。

　

総
じ
て
、
先
進
国
よ
り
も
発
展
途
上
国
の
方
が
高
い
平
均
関

税
率
を
課
し
て
い
る
が
、
先
進
国
間
で
比
較
し
て
も
、
日
本
の

平
均
関
税
率
は
必
ず
し
も
低
く
な
く
、
そ
の
大
き
な
原
因
は
農

産
品
の
高
い
関
税
率
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
2 

0 

1 

9
年
に
は
、
韓
国
の
輸
出
体
制
に
不
備
が

あ
る
と
し
て
、
日
本
政
府
は
韓
国
へ
の
半
導
体
材
料
3
品
目

（
感
光
材
・
フ
ッ
化
水
素
・
フ
ッ
化
ポ
リ
イ
ミ
ド
）
の
輸
出
審

査
を
厳
格
化
し
た
。
こ
れ
ら
半
導
体
材
料
は
、
日
本
企
業
が
高

い
世
界
シ
ェ
ア
を
占
め
て
お
り
、
韓
国
の
半
導
体
製
造
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
両
国
が
政
治
的
に
緊
張
関
係

に
あ
る
中
で
の
同
措
置
に
は
、
韓
国
国
内
で
日
本
製
品
が
ボ
イ

コ
ッ
ト
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
反
発
が
あ
っ
た
。
今
回
の
輸
出

管
理
の
厳
格
化
自
体
は
、
新
た
な
保
護
貿
易
措
置
を
設
け
た
と

全品目 農産物30
（％）

25

20

15

10

5

0

4.4

0 0 0 0.1

15.7

3.4
5.3 4

15.9

7

13.9
15.6

9.8

24

9.6

16.5

9.5
6 6

2.5 1.2

5.2

12

日
本

ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

メ
キ
シ
コ

中
国

香
港

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

タ
イ

ベ
ト
ナ
ム

チ
リ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

Ｅ
Ｕ

図序 ― 4　各国の平均関税率

　（出所）　WTO, World Tariff Profile 2019より筆者作成。
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い
う
よ
り
は
、
既
存
の
優
遇
措
置
を
見
直
し
た
も
の
で
あ
り
、
即
座
に
W 

T 

O
ル
ー
ル
違
反
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
妥
当
性
を
含
め
、
措
置
の
正
当
性
を
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

日
本
政
府
が
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
を
重
視
す
る
な
か
、
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
な
ど
の
新
た
な
輸
入
制
限
措
置
の
濫
用

を
い
か
に
避
け
る
か
、
他
国
が
要
求
す
る
農
産
品
の
自
由
化
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の
か
、
貿
易
に
関
わ
る
ル
ー

ル
・
制
度
運
用
の
透
明
性
を
い
か
に
高
め
る
か
が
、
問
わ
れ
て
い
る
。

自
由
貿
易
の
是
非
を
問
い
直
す

　
「
自
由
貿
易
は
酸
素
の
よ
う
な
も
の
だ
―
―
そ
の
利
益
は
至
る
所
に
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
く
な
る
ま
で
気
づ
か
れ
な

い
」。
ア
ル
ビ
ン
ド
・
パ
ナ
ガ
リ
ヤ
著
の
書
籍
、F

ree T
ra

d
e a

n
d
 P

rosp
erity

（O
x

fo
rd

 U
n

ive
rsity

 P
re

ss

）
の
内
容
紹

介
文
の
記
述
で
あ
る
。
自
由
貿
易
体
制
が
危
機
に
瀕
す
る
現
在
、
増
加
す
る
保
護
貿
易
政
策
の
影
響
を
理
解
し
必
要
な

対
応
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
自
由
貿
易
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
酸
素
の
あ
り
が
た
み
に
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
よ
う
に
、
貿
易
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
密
着
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
が
少
な
い
。

　

自
由
貿
易
論
を
擁
護
す
る
主
張
は
目
立
た
な
い
が
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

自
由
貿
易
を
批
判
す
る
書
籍
も
よ
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
批
判
の
的
と
な
る
経
済
学
の
教
義
、
す

な
わ
ち
貿
易
理
論
は
、
デ
ビ
ッ
ド
・
リ
カ
ー
ド
の
比
較
優
位
論
を
代
表
と
し
た
伝
統
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
比
較
優
位
論
は
現
代
の
貿
易
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
も
引
き
続
き
重
要
で
あ
り
、
い
ま
だ
に
最
も
重
要
な
経
済
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学
の
教
え
の
一
つ
で
あ
る
（
本
書
で
も
第
1
章
で
早
速
取
り
上
げ
る
）。

　

そ
の
一
方
で
、
リ
カ
ー
ド
が
比
較
優
位
論
（
比
較
生
産
費
説
）
を
著
書
『
経
済
学
お
よ
び
課
税
の
原
理
』
で
提
唱
し

て
か
ら
2 
0 

0
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
新
た
な
貿
易
理
論
が
続
々
と
誕
生
し
、
ま
た
現
実
の
デ
ー
タ
を

用
い
た
多
数
の
実
証
分
析
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
貿
易
の
メ
リ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
デ
メ
リ
ッ
ト
も
冷
静
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
新
た
な
知
見
が
必
ず
し
も
世
の
中
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
自
由
貿
易
を
擁
護
す
る
も
の
は
「
市

場
原
理
主
義
者
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
経
済
学
は
市
場
を
重
視
す
る
か
ら
こ
そ
、
市
場
の

失
敗
や
そ
の
副
作
用
の
分
析
を
多
く
行
っ
て
き
た
。
現
代
の
貿
易
理
論
は
、
自
由
貿
易
が
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
さ
ま

ざ
ま
な
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
う
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
で
も
保
護
貿
易
の
問
題
と
自
由
貿
易
の
必
要
性
を

説
く
の
で
あ
る
。
自
由
貿
易
体
制
に
逆
風
が
吹
い
て
い
る
い
ま
こ
そ
、
伝
統
的
な
貿
易
理
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
し
い

研
究
成
果
の
内
容
を
知
り
、
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と
り
が
自
由
貿
易
の
是
非
を
い
ま
一
度
考
え
な
お
す
べ
き
で
あ
る
。

本
書
の
目
的

　

本
書
は
、
国
際
経
済
学
の
研
究
動
向
を
伝
統
的
な
も
の
か
ら
最
新
の
も
の
ま
で
整
理
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
由
貿

易
の
利
益
を
再
考
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
書
で
用
い
ら
れ
る
「
自
由
貿
易
」
は
、
誰
に
も
強
制
さ

れ
ず
自
主
的
に
貿
易
が
行
わ
れ
る
状
態
の
み
な
ら
ず
、
輸
入
関
税
や
数
量
制
限
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
貿
易
制
限
政
策
や

貿
易
障
壁
が
取
り
除
か
れ
、
さ
ら
に
輸
出
補
助
金
の
よ
う
に
政
府
に
よ
る
人
為
的
な
貿
易
促
進
政
策
が
行
わ
れ
な
い
状

態
を
指
し
て
い
る
。
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タ
イ
ト
ル
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
本
書
は
自
由
貿
易
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
手
放
し

に
賞
賛
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
由
貿
易
の
推
進
は
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
さ
せ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
、「
自
由
貿
易
が
必
要
」
で
あ
る
理
由
を
経
済
学
的
な
観
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に
対

す
る
反
論
も
含
め
、
読
者
に
自
由
貿
易
の
是
非
を
考
え
る
た
め
の
新
た
な
視
点
を
加
え
た
い
。

　

ま
た
、
終
章
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
実
は
自
由
貿
易
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
な
お
し
、
他

者
と
の
関
係
を
改
善
し
、
そ
し
て
日
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
好
機
と
な
る
。
自
国
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
異
な
る
他

国
が
貿
易
を
通
じ
て
相
互
に
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
は
、
異
な
る
考
え
や
特
徴
を
持
っ
た
他
者
を
理
解
し
、
よ
い
協
力

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
少
し
大
げ
さ
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
貿
易
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、

人
生
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

本
書
の
構
成

　

本
書
の
内
容
は
二
つ
の
テ
ー
マ
に
大
別
さ
れ
る
。
ま
ず
前
半
の
第
1
章
か
ら
第
5
章
ま
で
で
は
、
最
終
財
の
貿
易
か

ら
中
間
財
の
貿
易
、
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
な
ど
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
国
際
貿
易
の
現
状
を
概
観
し
つ
つ
、
そ
の
影
響
を
議

論
す
る
。

　

具
体
的
な
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
1
章
「
輸
出
は
「
善
」
で
輸
入
は
「
悪
」
な
の
か
」
で
は
、
国

民
経
済
に
と
っ
て
輸
出
は
良
い
が
輸
入
は
悪
い
と
単
純
に
考
え
る
こ
と
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
貿
易
は
外
国
と
の

勝
ち
負
け
を
争
う
活
動
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
。
ま
た
、
貿
易
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
、
伝
統
的
な
比
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較
優
位
論
か
ら
新
貿
易
理
論
、
新
々
貿
易
理
論
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
理
論
ま
で
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
そ

れ
に
伴
う
利
害
対
立
の
発
生
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

　

第
2
章
「
貿
易
赤
字
は
何
を
示
唆
す
る
の
か
」
で
は
、
貿
易
収
支
の
赤
字
自
体
が
問
題
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
。

近
年
、
日
本
の
貿
易
黒
字
額
は
徐
々
に
減
っ
て
お
り
、
貿
易
赤
字
を
計
上
す
る
年
も
あ
る
な
ど
、
徐
々
に
貿
易
赤
字
国

へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
問
題
視
す
べ
き
は
、
貿
易
赤
字
で
は
な
く
、
交
易
条
件
と
呼
ば
れ
る
指
標
の
悪
化
で
あ
る
。
ま

た
、
付
加
価
値
貿
易
と
い
う
新
た
な
貿
易
の
測
り
方
に
注
目
し
、
輸
出
と
輸
入
の
相
互
依
存
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

第
3
章
「
輸
入
制
限
は
回
り
回
っ
て
自
国
を
苦
し
め
る
」
で
は
、
輸
出
先
で
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
中
間
財
（
他
の

財
の
生
産
の
た
め
に
原
材
料
と
し
て
投
入
さ
れ
る
財
）
の
貿
易
が
世
界
貿
易
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ッ
プ
ル
社
の
i 

P 

h 

o 

n 

e
の
生
産
の
よ
う
に
、
そ
の
背
景
に
は
生
産
者
が
世
界
各
国

で
中
間
財
を
調
達
し
、
生
産
の
効
率
化
を
行
う
海
外
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
あ
る
。
世
界
中
で
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

い
し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
連
鎖
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
リ
ュ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
、
G 

V 

C
）
が
構
築
さ
れ
、
一
つ
の
製
品
の

生
産
に
多
く
の
国
が
絡
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
輸
入
品
の
付
加
価
値
の
源
泉
は
輸
入
国
自
身
に
あ
る
場
合
も
あ
り
、

従
来
の
輸
出
元
と
輸
入
先
を
ベ
ー
ス
と
し
た
貿
易
の
概
念
で
は
、
そ
の
影
響
を
適
切
に
判
断
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
説
明
す
る
。

　

第
4
章
「
輸
入
や
企
業
の
海
外
進
出
は
失
業
者
を
増
や
す
の
か
」
で
は
、
輸
入
品
の
流
入
や
企
業
の
海
外
進
出
が
国

内
の
労
働
者
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
輸
入
の
増
加
や
企
業
の
海
外
進
出
は
国
内
品
の
生
産
減
少
を
通
じ

て
、
賃
金
の
下
落
や
失
業
の
発
生
、
あ
る
い
は
賃
金
格
差
の
拡
大
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
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ら
が
逆
に
国
内
の
労
働
市
場
に
良
い
影
響
を
も
た
ら
す
面
も
あ
る
。
国
内
の
労
働
者
へ
の
プ
ラ
ス
の
影
響
と
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
を
整
理
し
つ
つ
、
近
年
の
実
証
研
究
の
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
両
者
の
関
係
を
考
え
る
。

　

第
5
章
「
モ
ノ
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
も
重
要
に
」
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、
実
態
が
つ
か
み
に
く
い
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
取
引
の
類
型
を
説
明
す
る
。
近
年
の
ア
ニ
メ
な
ど
の
海
外
展
開
、
日
本

へ
の
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
、
知
的
財
産
権
の
保
護
の
問
題
は
、
す
べ
て
サ
ー
ビ
ス
貿
易
と
関
わ
り
が
あ
る
。
現
状
、

各
国
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
障
壁
は
大
き
く
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
が
モ
ノ
の
貿
易
自
由
化
と
同
様
に
重
要
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
る
。

　

後
半
の
第
6
章
か
ら
第
9
章
ま
で
は
、
輸
入
制
限
政
策
か
ら
相
互
の
貿
易
を
自
由
化
す
る
貿
易
協
定
に
至
る
ま
で
、

政
府
が
実
施
す
る
貿
易
政
策
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

　

第
6
章
「
自
由
貿
易
は
な
ぜ
嫌
わ
れ
る
の
か
」
で
は
、
貿
易
自
由
化
に
対
し
て
国
民
の
多
く
が
肯
定
的
な
意
見
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
示
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
実
施
が
政
治
的
に
困
難
で
あ
る
理

由
を
、
少
数
派
に
よ
る
利
益
集
団
の
形
成
や
政
党
の
選
挙
公
約
の
設
定
な
ど
を
例
に
し
な
が
ら
説
明
す
る
。

　

第
7
章
「
バ
タ
ー
は
な
ぜ
消
え
た
の
か
」
で
は
、
貿
易
制
限
政
策
と
し
て
最
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
輸
入
関
税
に
つ

い
て
、
そ
の
し
く
み
と
効
果
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
関
税
の
賦
課
方
法
と
し
て
は
、
消
費
税
と
同
様
に
価
格
の
何
割
か

に
税
金
を
上
乗
せ
す
る
従
価
税
方
式
か
ら
、
数
量
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
る
従
量
税
や
、
差
額
関
税
、
関
税
割
当
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
賦
課
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
違
い
を
、
バ
タ
ー
や
豚
肉
の
輸
入
に
絡
め
て
整
理
し
、
そ
の
問
題
点
を
述
べ

る
。
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第
8
章
「
保
護
貿
易
で
新
し
い
産
業
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
で
は
、
一
時
的
な
輸
入
制
限
が
将
来
有
望
な

産
業
を
育
て
る
と
い
う
幼
稚
産
業
保
護
論
に
焦
点
を
当
て
る
。
産
業
が
育
っ
た
後
は
自
由
貿
易
が
望
ま
し
い
と
し
て
も
、

産
業
が
育
つ
ま
で
の
期
限
付
き
の
保
護
貿
易
を
す
る
「
子
育
て
」
で
あ
れ
ば
、
輸
入
制
限
は
正
当
化
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
の
19
世
紀
の
鉄
道
敷
設
や
、
日
本
の
高
度
成
長
期
の
保
護
政
策
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
幼
稚
産
業
保
護
の
妥

当
性
と
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

第
9
章
「
貿
易
自
由
化
を
い
か
に
進
め
る
か
」
で
は
、
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
・
拡
大
を
目
標
と
し
た
と
き
、
ど
の

よ
う
に
そ
こ
に
到
達
す
べ
き
か
を
考
え
る
。
W 

T 

O
に
お
け
る
貿
易
交
渉
の
よ
う
に
、
多
数
の
国
で
同
時
に
貿
易
自
由

化
を
す
る
「
ク
ラ
ブ
型
」
自
由
化
の
場
合
、
広
範
囲
に
平
等
に
自
由
化
の
恩
恵
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
規

模
な
交
渉
で
あ
る
が
ゆ
え
に
難
航
し
や
す
い
。
一
方
、
自
由
貿
易
協
定
（
F 

T 

A
）
を
代
表
と
し
た
一
部
の
国
で
の

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
自
由
化
は
、
迅
速
か
つ
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
自
由
化
が
進
め
ら
れ
る
が
、
原
産
地
規
則
と
呼
ば
れ

る
付
随
し
た
ル
ー
ル
に
よ
り
「
自
由
貿
易
が
輸
出
者
に
利
用
さ
れ
な
い
」
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
第
9
章
で
は
、
両
者

を
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
折
衷
的
な
取
り
組
み
を
含
め
て
今
後
の
自
由
貿
易
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

終
章
「
自
由
貿
易
と
の
向
き
合
い
方
」
で
は
、
本
書
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
が
ど
の
よ
う
に
自

由
貿
易
と
向
き
合
う
べ
き
か
を
論
じ
る
。
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ACTA　→偽造品の取引の防止に関する
協定

AI（人工知能）　　102

ASEAN（東南アジア諸国連合）　　224, 

234

AVE　→従価税換算値
CU　→関税同盟
EIA　→経済統合協定
EPA　→経済連携協定
FTA（自由貿易協定）　　8, 212―214, 234

――競争　　230

――の利用率　　224

メガ――　　234

GATS　→サービスの貿易に関する一般
協定

GATT（関税及び貿易に関する一般協定）　
　7, 206, 209

ITA　→情報技術協定
NAFTA（北米自由貿易協定）　　2, 222

NPC　→名目保護係数
PSE　→生産者支持推定値
RTA　→地域貿易協定
STRI　→サービス貿易制限指標
TAA　→貿易調整支援
TiSA（Trade in Services Agreement）　　

232, 233

TiVA（Trade in Value Added ）　　56, 75

TPA　→貿易促進権限
TPP（環太平洋パートナーシップ協定）
　2, 135, 154, 157, 213

TPP 11　　213

TRIPS協定　→知的所有権の貿易関連

の側面に関する協定
USMCA　→アメリカ・メキシコ・カナ
ダ協定

WTO（世界貿易機関）　　7, 207, 209, 

210, 233

――協定税率（譲許税率）　　176, 208

● あ　行

アウトソーシング（海外アウトソーシン
グ）　　47, 66, 69, 72, 81, 95, 99

アメリカ・メキシコ・カナダ協定
（USMCA）　　223

一括受託方式　　209

迂回貿易　　219―221

ウルグアイ・ラウンド　　170, 197, 206, 

210

――対策費　　198

越境データ通信　　124

オフショアリング　　66, 72

オルソン（Mancur Olson）　　148

● か　行

海外アウトソーシング　→アウトソーシ
ング

海外生産比率　　94

海外直接投資　　94, 99, 100

学習効果（習熟効果）　　185, 203

価値連鎖　→バリュー・チェーン
環境物品協定　　232

関　税　　161―164, 167, 172, 175, 181, 240

関税及び貿易に関する一般協定　
→ GATT

関税同盟（CU）　　212

関税番号　　175, 221
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関税率　　10, 161, 176
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平均――　　10

関税割当　　170, 171, 226
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→ TPP
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ム方式

機会費用　　146

企業間資源再配分効果　→メリッツ効果
企業の異質性　　32

季節関税　　174

偽造品の取引の防止に関する協定
（ACTA）　　126

技能労働　　103

基本税率　　176

競　争　　29, 248

競争促進効果　　32

緊急輸入　　180

緊急輸入制限　→セーフガード
空洞化　　95

クラウド・ファンディング　　192

クールジャパン戦略　　110

グローバル化　　85, 103, 105, 106, 243, 

247

グローバル・バリュー・チェーン　　
68, 79, 242, 243

経済統合協定（EIA）　　212

経済連携協定（EPA）　　213

ケネディ・ラウンド　　206

原産地規則　　218―223

――のコスト　　224

――の多国間累積規定　　235

交易条件　　51, 53

――の悪化　　52, 54, 61, 242

――の改善　　52

交換の利益　　19, 39

公共財　　149

国際競争力　　42, 60

国家貿易　　172, 178

雇用減少　　102

コンテンツ産業　　109, 125
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最恵国待遇の原則　　207, 215, 231

サイレント・マジョリティ　　146, 156, 

241

差額関税　　173, 174

サービス　　111

サービス化　　113

サービス産業　　112, 128

サービス収支　　118

サービスの貿易に関する一般協定
（GATS）　　115, 215

サービス貿易　　9, 114, 118, 240

――の自由化　　127, 132, 133, 215, 

244

――の障壁　　121

サービス貿易制限指標（STRI）　　122, 

131

サービスリンク・コスト　　69

サミュエルソン（Paul Samuelson）　　
21

産業政策　　200

暫定税率　　176

システミック・リスク　　80

失　業　　89, 92, 105, 243

実行税率　　208

ジニ係数　　103

資本市場の不完全性　　192

ジャスト・イン・ケース方式　　80

ジャスト・イン・タイム方式（カンバン
方式）　　80
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従価税　　167, 168

従価税換算値（AVE）　　167

集合行為論　　148

習熟効果　→学習効果
囚人のジレンマ　　149, 195

自由貿易　　11, 12, 150, 238, 243

――体制　　8

自由貿易協定　→ FTA

従量税　　167, 168

重力モデル　　34

熟練労働　　91, 103, 142

譲許税率　→WTO協定税率
譲許表　　208

情報技術協定（ITA）　　232

食料自給率　　150

食料の安定供給　　182

所得格差　　104, 243

所得再分配　　104, 244

人工知能　→ AI

垂直的直接投資　　100

水平的直接投資　　97, 100

スタンド・スティル　　216

ストルパー ＝ サミュエルソン定理　　
103

スパゲッティ・ボウル現象　　223, 235

スピルオーバー効果　　193, 195, 203

スマイル・カーブ　　128, 132

スミス（Adam Smith）　　246

スムート・ホーリー法　　6

スライド関税　　174

生産者支持推定値（PSE）　　164

生産性　　32, 103

産業全体の――　　99

生産ネットワーク　　47, 55, 101

――の分断　　223

生産補助金　→補助金
政治的起業家精神　　155

政府調達協定　　233

世界大恐慌　　6

世界貿易機関　→WTO

絶対優位　　22

セーフガード（緊急輸入制限）　　175, 

199

選択税　　169

相殺関税　　175

総需要　　90

● た　行

タダ乗り　→フリーライド
多様性の利益　　31

単純労働　　103

ダンピング（不当廉売）　　9

地域貿易協定（RTA）　　8, 212, 213

知的財産権等使用料　　120, 126

知的所有権の貿易関連の側面に関する協
定（TRIPS協定）　　126

中位投票者定理　　154

中間財貿易　　47, 55, 63, 73, 75, 76, 242

賃　金　　91

――の低下　　89, 103

正当な――　　104

賃金格差　　102, 103

デジタル貿易　　124

デジタル貿易に関わるサービス貿易制限
指標（デジタル STRI）　　124

データ・ローカリゼーション　　124

動学的規模の経済　　26

東京ラウンド　　206

東南アジア諸国連合　→ ASEAN

特定品目　　171

特別セーフガード　　198, 226

特別特恵税率　　177

特　化　　21

――の利益　　17, 25, 30, 34, 39, 40, 
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104, 242, 248

特恵税率　　177

ドーハ・ラウンド（ドーハ開発アジェン
ダ）　　210

ドミノ効果　　230

● な　行

内外価格差　　164, 179

内国民待遇の原則　　208

日本開発銀行（日本政策投資銀行）　　
200

ネガティブ・リスト方式　　216

ノイジー・マイノリティ　→ラウド・マ
イノリティ

農業保護　　164

農産品の保護　　198

農畜産業振興機構　　178

● は　行

バイ・アメリカン条項　　222

パススルー　　48

バリュー・チェーン（価値連鎖）　　68, 

76, 83, 93, 101

――の寸断　　79

――のマネジメント　　82

反ダンピング税　　9, 175

比較優位　　11, 21, 24, 28, 245, 247

貧困問題　　104

ファブレス企業　　67

付加価値　　42, 55, 60, 61, 78, 83, 128, 

130, 132, 240

付加価値貿易　　56, 58, 75, 76

複合税　　169, 178

不当廉売　→ダンピング
フラグメンテーション　　69, 74, 78

フリードマン（Milton Friedman）　　19

フリーライド（タダ乗り）　　149, 219, 

232

プルリ協定　　231, 232, 235

ブロック経済化　　7

文化多様性条約　　110

文化の輸出／輸入　　110, 120, 125

紛争解決手続き　　210, 211

米中貿易戦争　　5

ペティ ＝クラークの法則　　113

貿　易　　18, 20, 35, 39, 164, 238, 239, 

241, 244, 247

作業（タスク，仕事）の――　　74, 

81, 83

知識の――　　248

貿易赤字　　41, 43, 54, 61, 242

貿易額　　6, 8

貿易黒字　　20, 43

貿易自由化　　135, 136, 205, 243

――の手段　　235

クラブ型の――　　205, 206, 209, 230, 

233

ネットワーク型の――　　205, 212, 

217, 218, 231, 234

貿易収支　　43, 44

――の赤字化　　46

貿易障壁　　78

貿易政策　　76, 155, 157
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貿易創出効果　　217

貿易促進権限（TPA）　　156
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マークアップ　　178

ミード（James Meade）　　195

ミル（John Stuart Mill）　　133, 248
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名目保護係数（NPC）　　165
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　34, 99, 182, 203
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輸入自由化　　138, 142
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労働市場　　105

労働の再配置　　89

● わ　行

割引現在価値　　190, 192



● 著 者 紹 介

椋 寛（むくのき ひろし）
学習院大学経済学部教授
1997年，横浜国立大学経済学部卒業。2002年，東京大学大学院経済学
研究科博士課程単位取得退学。2006年，東京大学博士（経済学）。
主な著作に，『国際経済学をつかむ（第 2版）』（石川城太・菊地徹との
共著，有斐閣，2013年），『国際経済学のフロンティア』（木村福成と
の共編著，東京大学出版会，2016年），“Economic integration and 
rules of origin under international oligopoly”（with J. Ishikawa and Y. 
Mizoguchi, International Economic Review, 2007）, “FDI in post-
production services and product market competition”（with J. 
Ishikawa and H. Morita, Journal of International Economics, 2010），
“Parallel imports and repair services”（with J. Ishikawa and H. Morita, 
Journal of Economic Behavior and Organization, 2020）などがある。

自由貿易はなぜ必要なのか
Why We Need Free Trade

2020 年 6 月 30 日　初版第 1刷発行

著 　 者 椋　　　　　寛
発 行 者 江　草　貞　治
発 行 所 ㍿   有　斐　閣

郵便番号　101-0051
東京都千代田区神田神保町 2 -17

電話　（03）3264-1315〔編集〕
（03）3265-6811〔営業〕

http://www.yuhikaku.co.jp/

印刷・萩原印刷株式会社／製本・大口製本印刷株式会社
© 2020, Hiroshi Mukunoki. Printed in Japan
落丁・乱丁本はお取替えいたします。
★定価はカバーに表示してあります。
ISBN 978-4-641-16567-0


	文書名m16567_自由貿易はなぜ必要なのか_前付け-16
	文書名m16567_自由貿易はなぜ必要なのか-索引
	文書名m16567_自由貿易はなぜ必要なのか-奥付



